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平
成
30
年
４
月
か
ら
、
運
営
主
体
に
県
が
加
わ
り
ま
す

　

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
は
、
病
気
や
け
が
を
し
た
時
に

安
心
し
て
医
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
加
入
者
の
皆
さ
ん

が
国
保
税
を
出
し
合
い
、
お
互
い
に
助
け
合
う
制
度
で
す
。

 　

下
呂
市
の
国
保
加
入
約
４
８
０

０
世
帯
の
４
割
が
、
世
帯
所
得
が

１
０
０
万
円
以
下
で
あ
り
、
年
齢

構
成
で
は
、
65
歳
以
上
の
人
が
過

半
数
を
占
め
て
い
ま
す
。
加
入
者

数
は
年
々
減
少
し
て
い
ま
す
が
、

高
度
先
進
医
療
や
高
価
な
薬
剤
の

普
及
に
よ
り
、
１
人
当
た
り
の
医

療
費
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

下
呂
市
の
よ
う
な
小
規
模
な
自

治
体
で
は
、
安
定
し
た
国
保
の
運

営
が
困
難
に
な
る
と
予
測
さ
れ
る

た
め
、国
は
平
成
30
年
４
月
か
ら
、

都
道
府
県
も
保
険
者
と
し
、
財
政

運
営
の
責
任
主
体
を
都
道
府
県
と

す
る
大
改
革
を
実
施
し
ま
す
。
投

入
さ
れ
る
国
費
３
４
０
０
億
円
の

一
部
と
都
道
府
県
市
町
村
の
拠
出

金
の
一
部
を
使
い
、
財
政
基
金
を

増
設
し
、
持
続
可
能
な
国
保
制
度

を
目
指
し
ま
す
。

　

こ
の
改
革
に
よ
っ
て
、
窓
口
手

続
き
や
サ
ー
ビ
ス
が
大
き
く
変
わ

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
県
と

市
で
の
費
用
負
担
の
考
え
方
が
変

わ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
各
市
町

村
で
や
り
く
り
し
て
い
た
会
計
方

法
か
ら
、
各
都
道
府
県
規
模
で
運

営
し
て
い
く
方
法
と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
岐
阜
県
で
は
、

各
市
町
村
の
医
療
費
水
準
や
所
得

水
準
に
応
じ
た
納
付
金
を
算
出

し
、
各
市
町
村
に
請
求
し
ま
す
。

　

下
記
の
グ
ラ
フ
の
よ
う
に
、
県

内
の
市
の
中
で
１
人
当
た
り
の
医

療
費
が
最
も
高
い
下
呂
市
に
は
、

相
応
の
負
担
が
求
め
ら
れ
る
こ
と

も
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

算
出
基
準
に
つ
い
て
は
、

県
と
市
町
村
で
協
議
を
重
ね
、

決
ま
る
の
は
来
春
の
見
込
み

で
す
。

◆県内市の１人当たりの年間医療費の比較（平成 28 年度国保）

「
受
け
て
安
心
」
年
に
一
度
は

            

健
康
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

下
呂
市
医
師
会
の
ご
協
力
に
よ

り
「
か
か
り
つ
け
医
」
で
の
健
診

も
可
能
で
、
自
己
負
担
額
千
円
で

約
９
千
円
分
の
検
査
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

毎
年
受
け
て
、
健
康
管
理
に
役

立
て
ま
し
ょ
う
！

　

下
呂
市
国
保
で
は
、
本
年
度
か

ら
、
特
定
健
康
診
査
の
対
象
年
齢

を
こ
れ
ま
で
の
30
歳
か
ら
20
歳
に

引
き
下
げ
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

若
い
か
ら
大
丈
夫
で
は
な
く
、
若

い
か
ら
こ
そ
、
早
期
発
見
、
早
期

治
療
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

※
特
定
健
康
診
査
と
は
…
糖
尿
病
な

ど
の
生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る
た
め

に
国
が
定
め
た
健
診
で
す
。

　

本
年
度
か
ら
、
国
保
加
入
者
の

人
間
ド
ッ
ク
に
対
す
る
助
成
を
再

開
し
ま
し
た
。

　

助
成
対
象
と
な
る
医
療
機
関

は
、
県
立
下
呂
温
泉
病
院
と
市
立

金
山
病
院
で
す
。
助
成
金
額
は
、

が
ん
検
診
の
助
成
と
合
わ
せ
、
お

よ
そ
２
万
円
で
す
。

　

助
成
を
受
け
る
に
は
、
事
前

の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
詳

し
く
は
、
市
民
課
国
保
係
（
☎

２
４
・
２
２
２
２
）
ま
で
。

!
厳
し
い
下
呂
市
の

国
保
運
営

安
定
し
た

国
保
運
営
を
目
指
し
て

１
人
当
た
り
の
医
療
費
の

高
い
下
呂
市

人
間
ド
ッ
ク
の

助
成
が
再
開

か
か
り
つ
け
医
で
の

健
診
が
可
能

対
象
年
齢
を

    

歳
か
ら
に
拡
大

国
民
健
康
保
険
の  

仕
組
み  

と  

税
率  

が
変
わ
り
ま
す
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◆平成 29 年度の国民健康保険税の税率と税額

平
成
29
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て

　

国
保
税
は
、
①
医
療
分
②
後
期

高
齢
支
援
分
③
介
護
納
付
分
の
３

区
分
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
の
区
分
で
必
要
額
に
応
じ

税
率
を
決
定
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
の
国
保
税
率
を
下

表
の
と
お
り
改
定
し
ま
す
。
こ
れ

は
、
74
歳
以
下
の
高
齢
者
の
医
療

費
な
ど
に
応
じ
て
配
分
さ
れ
る
前

期
高
齢
者
交
付
金
が
見
込
み
よ
り

多
く
、
昨
年
度
の
保
険
給
付
費
が

見
込
み
よ
り
低
く
抑
え
ら
れ
た
こ

と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

下
呂
市
で
の
国
保
税
の
算
定

は
、
所
得
割
、
資
産
割
、
１
人
当

た
り
の
均
等
割
、
世
帯
当
た
り
の

平
等
割
に
よ
る
４
つ
の
要
素
で
算

定
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
度
か
ら
は
、
後
期
高

齢
支
援
分
と
介
護
納
付
分
の
資
産

割
を
廃
止
し
ま
し
た
。

　

介
護
納
付
分
に
、
国
保
会
計
基

金
か
ら
１
千
万
円
を
投
入
し
、
増

税
の
緩
和
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

子
育
て
世
帯
の
支
援
策
と
し
て
、
18
歳
未

満
で
第
三
子
以
降
の
子
に
か
か
る
国
保
税
の

均
等
割
を
軽
減
し
ま
す
。

　

該
当
世
帯
へ
、
７
月
の
本
算
定
通
知
後
に

再
計
算
し
、
改
め
て
案
内
し
ま
す
。

　

申
請
な
ど
の
手
続
き
は
不
要
で
す
。

　

世
帯
の
所
得
が
基
準
以
下
の
場
合
、
均
等

割
と
平
等
割
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。５
割
軽
減
、

２
割
軽
減
対
象
世
帯
の
判
定
基
準
が
拡
充
さ

れ
ま
し
た
。
な
お
、
７
割
軽
減
措
置
の
対
象

は
、
従
来
の
ま
ま
で
す
。

健
康
増
進
の
取
り
組
み
へ

　
　
　
　
　
　

ご
協
力
の
お
願
い
！

　

国
保
は
、
日
本
が
世
界

に
誇
る
国
民
皆
保
険
の
制

度
を
支
え
る
大
切
な
医
療

保
険
で
す
。
平
成
30
年
度

か
ら
の
改
革
は
、
高
齢
化

社
会
に
対
応
し
国
保
を
維

持
し
て
い
く
た
め
の
大
き

な
制
度
改
正
で
す
。

　

こ
の
改
正
に
よ
り
、
健

康
増
進
、
医
療
費
の
抑
制

に
つ
な
が
る
取
り
組
み
に

が
ん
ば
っ
て
い
る
市
町
村

に
は
、
保
険
者
努
力
支
援

と
し
て
、
よ
り
多
く
の
補

助
金
が
国
か
ら
交
付
さ
れ

ま
す
。

　

例
え
ば
、
特
定
健
診
の

受
診
率
や
糖
尿
病
重
症
化

予
防
の
取
り
組
み
、
国
保

税
の
収
納
率
向
上
な
ど

で
「
が
ん
ば
り
度
」
を
判

断
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

す
。

　

下
呂
市
国
保
で
は
今
後

も
、
市
民
の
笑
顔
に
つ
な

が
る
保
健
事
業
の
充
実
に

努
め
て
い
き
ま
す
の
で
、

加
入
者
の
皆
さ
ん
に
は
、

特
定
健
診
や
人
間
ド
ッ
ク

の
健
康
診
査
を
受
け
て
い

た
だ
き
、
ご
自
身
の
健
康

管
理
に
役
立
て
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

下
呂
市
国
保
事
業
へ
の

ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

後
期
高
齢
支
援
分
と
介
護

納
付
分
の
資
産
割
を
廃
止

多
子
世
帯
の
軽
減
制
度
を
新
設

低
所
得
者
へ
の
軽
減
対
象
の
拡
充

国
保
税
率
の
見
直
し

努
力
し
て
い
る
自
治
体
に
、

　
　
よ
り
多
く
の
補
助
金
が
交
付
さ
れ
ま
す

子育て
支援！【５割軽減の対象となる世帯】

　改正前　前年の世帯所得合計33万円
　　　　　+（26.5 万円×国保加入者数）以下の世帯
　改正後　前年の世帯所得合計 33 万円
　　　　　+（27 万円×国保加入者数）以下の世帯

【２割軽減の対象となる世帯】

　改正前　前年の世帯所得合計33万円
　　　　　+（48万円×国保加入者数）以下の世帯
　改正後　前年の世帯所得合計 33 万円
　　　　　+（49 万円×国保加入者数）以下の世帯

区  分 ①医療分 ②後期高齢支援分 ③介護納付分
改定前 改定後 改定前 改定後 改定前 改定後

所得割 加入者の所得に
応じて算定 5.30% 4.80％ 1.82％ 2.30％ 1.40％ 1.73％

資産割 加入者の資産税
に応じて算定 24.35% 20.35％ 8.35％ 廃止 10.00％ 廃止

均等割 加入者の人数に
応じて算定 26,300円 23,000円 9,000円 8,800円 9,900円 9,500円

平等割 世帯に
かかります 20,900円 18,300円 7,200円 7,800円 5,700円 6,300円


